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③資源管理 

 資源管理の重要性について、三重県職員から説明を受けた。 

④市場流通 

 漁獲物がどのように流通しているのか、県漁連職員から説明を受けた。 

⑤漁村の暮らし 

都会の常識は漁村の非常識であることも多い。そこで、都会から早田町へ来た若手の

先輩漁業者から、体験談や苦労話を聞き、参考にしてもらうのが本座学の目的である。

「トイレがボットンですよ」とか、「勝手に人が家に上がってきて部屋を掃除をしてく

れる」とか、「良くも悪くも人の目があり、それが嫌な人には田舎生活に対応すること

が難しい」等、先輩漁師の方々から生の体験談やアドバイ

スを聞くことができ、とても参考になった。 

⑥漁業者講話 

尾鷲漁協の長野組合長から漁業者としての心構えや経

験、体験談を聞かせて頂いた（図 8）。 

 

5． 波及効果 

 漁師塾の期間中に、講師の方々や地域の皆さんと触れ合

う中で、この地域で漁業者としてやっていきたいという思いが強くなっていた私は、漁

師塾終盤の進路相談の場で、（株）早田大敷の面接を受ける決心をした。そして、面接

の結果、研修生として受け入れてもらえることになり、半年の研修期間を経て、この秋

からは正社員として働いている。また、今年度、漁師塾を卒業した 1名の若者も、私と

同様に、現在、早田大敷で研修生として働いている。このように、平成 21年から毎年、

若者が早田町で漁業者として就業しており、彼ら若手漁業者が中心となって、藻類養殖

や貝類養殖などの副業的漁業を試みるといった取組も始まっている。さらに、その兄弟

夫妻が漁業者となるために移住してくるなど、着実に早田町は活気を取り戻しつつある。 

 今後、若い発想力や機動力を生かし、地域の情報発信や特産品開発を進めるとともに、

伝統行事の継承にも取り組みたいと考えている。 

 

6． 今後の課題や計画と問題点 

 漁師塾のプログラム内容は今年度、さらにブラッシュアップされ、取組自体は毎年続

けていくことができる体制が整った。その一方で、新たに以下の課題がみえてきた。 

①個人漁業者としての独立するためのフォロー 

漁師塾卒業後に、刺し網などの個人漁業者として、すぐに独立することは、技術的に

も経済的にも非常に難しい。そのため、現実的には、個人漁業者として独立したい場合

でも、まずは大型定置のような会社に就職し、技術を身につけ、お金を貯めるのが最適

だと思われる。そこで、漁師塾としては卒業したら終わりではなく、その後のフォロー

もしっかりやっていく仕組みが必要である。具体的には、大型定置が操業しない夏場や

図 8 座学の様子 
（漁業者講話） 
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空き時間を利用し、一本釣り等の実習を企画することで、個人漁業者として独立するた

めのスキルアップをフォローするといった取組を行う必要があると感じている。 

②大型定置若手乗組員の技術継承・向上のサポート 

多くの大型定置では高齢化が進行しており、年配乗組員から若手への技術継承の時間

があまり残されていない。このため、若手乗組員が効率的に技術を身につけることがで

きるよう、大型定置の技術継承や向上のための勉強会や先進地視察に取組むことが必要

である。 

上記の課題を克服することで、早田漁師塾が、都会の若者が漁師になるきっかけの場

としてだけでなく、若手漁業者を地域の担い手として育成していく場になれば、さらに

漁師塾の活動の幅が広がっていくのではないかと考えている。 

早田漁師塾の現在の体制は、塾生を 2～3 名程度受け入れるものであり、漁業者の爆

発的な増加につながるものではないが、少しずつでも着実に漁業の後継者を確保すると

ともに、この漁師塾のような取組が、県内津々浦々での取組の“いしずえ”になるので

あれば、たいへん嬉しいことである。今後は、私が先輩漁師の方々に支えてもらってき

たように、私自身も後輩の面倒をみていきたい。 

 


